
 

 

 

 

 

 

大学・短大において障がいのある学生へ支援を行っている就職課、学生相談室の担当者をはじめ、新卒応

援ハローワークの方を含む、計１４名にご参加いただきました。 

 

 

 

【講師】 株式会社九州日立システムズ  

人事総務本部統括本部長兼総務部部長 河野 宏子 氏 、 総務グループ 寺田 汐里 氏 

 

まずは、企業の障がい者雇用の取り組みについて 

河野様からお話しをいただきました。社内動線に配慮した 

バリアフリーな職場環境や、働く社員の健康を維持するための 

栄養や歯科セミナーなどの取り組みについて、具体的に説明を 

していただきました。 

さらに、高次脳機能障がいのある社員の特性を理解し、課題 

解決に向けて家族や支援機関と連携して改善策を講じられた 

事例の紹介がありました。 

当事者である寺田様からは、学生時代から現在に至るまでの就職活動における不安や課題、その解決法、

現在の業務や今後の目標についてお話しいただきました。 

質疑応答では、河野氏や寺田氏より、障がい者本人の自己理解や障がいを開示するメリットや、学生のう

ちからそれらのことを理解しておく重要性について、学生支援のヒントとなるご回答をいただきました。 

 

 

 

事前に参加者から募ったテーマをはじめ、各学校の取組の 

共有や悩みや困りごと、その解決方法や、検討事項などを 

中心に 2グループに分かれて意見交換を行いました。 

 

 

 

参加者からは、講演について、「当事者の方、企業の方から話がきけて、企業の中でどのような体制のもと

障がいのある方々が働かれているか知ることができた。」「働きやすい環境が整った企業が増えていて、安

心して学生を送り出せる様に思いました。」等の感想が寄せられました。また、意見交換については、「他大学

の状況を伺えて、大変参考になりました。」「各大学の想いが伝わり、とても良かったです。」「各大学で実践さ

れている方々から今後に生かせるアドバイスを頂けた。」等の感想をいただきました。 

大学・短期大学支援者対象  障がいのある学生への支援者連絡会 

日時 : 令和６年１月２３日（火） １４：００ ～ １６：２０ 

会場 : 福岡市舞鶴庁舎２階大研修室 

参加者： 

講 演 会  

意 見 交 換 会 

参 加 者 感 想 

 

 



障がい学生支援の体制や支援状況、今後の課題

についてお話していただきました。

合理的配慮申請のある学生への対応は複雑で多

岐にわたり、さらに教職員の裁量の範囲内で対

応が求められる「教育的配慮」の対象学生が増

加傾向にある現状から、申請有無で分けずに一

般的な配慮の整備と理解の促進が必要と語って

くださいました。

また、入学当初から卒業までの関わりと学校で

の配慮に加え、当センターと連携して就職支援

を行った学生の事例を紹介していただきました。

　　日　　時　：　令和 7 年 １月２2日（水）   14：00　～　16：20

　　会　　場　：　福岡市舞鶴庁舎 ２階大研修室

　　講　　演　：　『障がいのある学生への支援～大学での取り組み～』

　　福岡女学院大学　学生心理相談室　カウンセラー　臨床心理士　貝沼　久美 氏　　

　　参　加　者：　18名

福岡市内・近郊の大学・短大において、障がいのある学生へ

支援を行っている就職課やキャリア支援室、学生相談室の担

当者に加え、昨年に引き続き、新卒応援ハローワークからも

ご参加いただきました。

「本学でもある事例でとても参考になりました。」「どこも同じような

現状にあることがわかり、安心しました。」など情報共有にとどまら

ず、同じ悩みを抱える支援者同士のつながりを広げられたとの感想が

寄せられました。

3 グループにわかれて、各学校で行っている障がい学生への支援や

体制、配慮申請がある場合、申請はないが特性がある場合の支援や

対応、課題や悩みを中心に意見交換を行いました。

　大学・短期大学支援者対象
令和 6年度　障がいのある学生への支援者連絡会報告

講　演　会

意 見 交 換 会

参 加 者 感 想


